
《製造業》

食料品製造業
＜ 青 森 県 乳製品 ＞

＜ 石 川 県 調味材料 ＞

＜ 愛 知 県 製麺 ＞

＜ 和 歌 山 県 その他の食料品 ＞

＜ 山 口 県 パン・菓子 ＞

＜ 大 分 県 醤油 ＞

繊維・同製品製造業
＜ 秋 田 県 繊維 ＞

＜ 栃 木 県 染色繊維 ＞

＜ 山 梨 県 織物 ＞

＜ 静 岡 県 織物 ＞

＜ 京 都 府 染織整理 ＞

＜ 沖 縄 県 繊維・同製品 ＞

木材・木製品製造業
＜ 青 森 県 製材 ＞

＜ 千 葉 県 製材 ＞

＜ 鳥 取 県 製材品 ＞

4.
梅製品は販売先により売れ行きの差はあるが概ね不調である。梅干原料の在庫は十分にあり、今年の作柄
によってダブつく可能性もある。

6.
売上高としては、好調な商品もあり増加しているが、それ以上に原料高騰やLNG（エネルギー関係）が高
騰しており損益的には厳しい状況である。

情報連絡員からの報告（要旨）

7.
新型コロナウイルスの感染拡大により、社員の出勤率が低下している。工場の生産量に大きく影響してし
まうことから、受注量等の見極めが非常に困難な状況になっている。

２月度の売上は前年同様である。原材料の高騰による製品価格への転嫁値上げは、家庭用で進んでいるが
業務用では厳しく、収益の改善がなかなか見通せない。

2.

3.
主原料、添加物、光熱費等はすべてが値上げラッシュで中小企業に至っては大手と比べてまだ値上げが進
んでいる所が少ないようである。まん延防止等重点措置の延長により３月は大変厳しくなりそうである。

1.
春先に向け懸念していた生乳の需給緩和は、第６波の影響で深刻な問題となる見通し。またウクライナ情
勢悪化によるトウモロコシ価格上昇は飼料の更なるコスト増の不安要因となりそうだ。

5.
組合員の多くは、国際情勢により小麦価格が値上がりするのではないかと不安に思っている。また、原油
高により包装資材の価格が上昇している。依然、土産菓子は低調のままである。

12.
長期化するコロナの収束が見通せないため、３月納入分の商品製造については工場も稼働しているが、４
月以降の工場稼働率が懸念される。

13.
県内の製材所は依然として厳しい状況に変わりないが、ウッドショックにより輸入材が制限され国産材に
転換しており、一般住宅の構造材はスギ・ヒノキの国産材を中心に活況を呈している。

14.
入港船がない状況である。ロシア材は関税値上げから荷主が輸入を断念した。代わりにニュージーランド
ランド材を入れる予定。米材の入港もない。

8.
コロナの影響が収まらず、原材料・経費の負担が増加しているが、加工賃・売上に反映できず厳しい状況
下にある。

9.
胴裏地・袖裏地は現時点では順調に推移している。ネクタイ部門でも春物の注文が少し入っているが、原
材料の糸の価格が高騰しているため今後の動向を注視している。

10.
綿糸等の原材料価格の高騰、高止まりしている状況で、更に染色加工などの生産コストが上昇し、価格転
嫁が必要な状況にある。この先の社会情勢によっては、一層厳しい状況が予想される。

11.
一般呉服は在庫中心の商いのため、依然として受注がなく厳しい状況が続いている。振袖はまだ動いてい
るが、原材料高騰に加え各種加工費値上げが相次ぎ経営を圧迫している。

15.
積雪の影響もあり丸太の出材は少ない。製材品の供給量は徐々に安定してきたが、価格は依然として強
い。季節的な要因もあり、製材品の動きは鈍い。
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＜ 広 島 県 木材・木製品 ＞

＜ 愛 媛 県 木材 ＞

＜ 鹿 児 島 県 木材・木製品 ＞

紙・紙加工品製造業
＜ 群 馬 県 紙製品製造業 ＞

＜ 東 京 都 紙製品製造業 ＞

＜ 岐 阜 県 機械すき和紙 ＞

＜ 三 重 県 古紙 ＞

＜ 愛 媛 県 機械すき和紙 ＞

＜ 佐 賀 県 製紙・販売・印刷・加工業 ＞

印刷
＜ 宮 城 県 印刷・同関連業 ＞

＜ 富 山 県 印刷 ＞

＜ 愛 知 県 印刷 ＞

＜ 京 都 府 製本業・印刷物加工 ＞

＜ 高 知 県 印刷 ＞

＜ 宮 崎 県 印刷・同関連 ＞

化学・ゴム
＜ 東 京 都 ゴム製品 ＞

＜ 長 野 県 プラスチック製品 ＞

29.
オミクロンの拡大感染の影響もあり全体に低調。県外需要もイベント中止等で一部悪化している。昨対で
はほぼ同等の数字だが一昨年対比では大幅ダウン。３月期の需要期に期待したい。

30.
年度末に向けて少しずつ慌ただしくなってきた一方で、用紙の値上げや新型コロナウイルス第６波など不
透明な要素も多く、厳しくかつ難しい価格交渉になりそうである。

31.
原油の高騰により電気代や原材料などが値上がりし、自助努力では利益がでなくなってきている。また、
受注量が増加する情報もなく厳しい展開になってきている。

32.
２月は先月同様得意先の生産増により成形品の注文が増え売上は昨年同期を上回る結果となった。受注は
回復傾向であるが、一部製品トレーが間に合わず出荷できない等の問題もある。

19.
段ボール原紙価格や副資材価格が上昇しており、価格転嫁には粘り強い交渉が必要とみている。また、人
手不足が深刻な状況にある。

20.
前年と比べると手形のサイトが短縮されてきた感がある。新型コロナウイルスワクチン接種に係る封筒に
ついて、自治体の入札はあるが大手業者に落札されて中小企業が落札する割合は低い。

21.
製紙業界はコロナ禍ではあるが需要期でもあり、売上は順調に増加している。ただし、ロシアによるウク
ライナ侵攻により原油価格が高騰し、生産・価格に影響を及ぼすことが懸念される。

16.
県内プレカット工場各社は、１月後半からの低調な稼働となっており、定時稼働で推移している。合板不
足・住設不足・大工不足が続いており、３月も定時稼働が続きそうである。

18.
２月の木材単価市況は、前年同月比で製材製品172％、原木丸太140％となった。冬場の閑散期にも関わら
ず価格は現状安定で、横這いを維持して推移するものと思われる。

17.
北米材、欧州材の輸入量は回復傾向にあり、価格もピークを越えて落ち着きを見せてきたが、コンテナ運
賃は依然高止まりをしており、国際的な物流停滞の状況は、暫く継続すると見込まれる。

26.
刷版、インキ等印刷関連資材が値上りし、4月以降には板紙や用紙の値上げ要請が予想されるが、値上り
分を製品価格に転嫁することはほぼ現状不可能である。

27.
印刷需要に影響するイベントは一部再開されたが、まん延防止等重点措置が実施され、一進一退状態であ
る。紙、インキ、運送費の値上げにより、経営計画は立て難い状況である。

28.
資材費の値上げ、値上げで困っている。製本単価は上がらないため厳しい状況である。コロナ不況もあ
り、組合員の減少が始まっている。

22.
古紙の国内メーカーの発注量は、前年より20～30％の大幅アップである。段ボール原紙の取引価格値上げ
については、申し入れはしたようであるが、実質４月以降になるかも知れない。

24.
原材料、副資材、燃料費が値上げ状況において、これから先の製品への価格転嫁ができなければ利益確保
は困難となる。

25.
ウクライナ情勢により、印刷用紙等の原材料の値上げに加え、電力等のエネルギーコストの上昇も懸念さ
れる。コストが上昇しても価格転嫁が進まず、収益の圧迫要因となっている。

23.
衛生用紙の国内出荷は、前年同月比3.2%増、３か月連続のプラスであった。原料調達環境が厳しい上に、
燃料、電気等エネルギー費上昇もあり、各社製品価格の値上げをアナウンスしている。
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＜ 岐 阜 県 プラスチック ＞

＜ 京 都 府 プラスチック製品 ＞

＜ 島 根 県 プラスチック製品 ＞

＜ 広 島 県 プラスチック製品 ＞

窯業・土石製品製造業
＜ 北 海 道 ガラス ＞

＜ 宮 城 県 生コンクリート ＞

＜ 栃 木 県 石灰 ＞

＜ 岐 阜 県 陶磁器（工業） ＞

＜ 愛 媛 県 窯業 ＞

＜ 長 崎 県 生コンクリート ＞

鉄鋼・金属製造業
＜ 福 島 県 鉄工 ＞

＜ 埼 玉 県 鉄鋼・金属 ＞

＜ 新 潟 県 ハウスウェア ＞

＜ 大 阪 府 建築金物 ＞

＜ 島 根 県 非鉄金属 ＞

＜ 大 分 県 鉄鋼 ＞

一般機器製造業
＜ 北 海 道 金属製品 ＞

35.
製品売上、受注状況は引き続き堅調であり、昨年度比103％の売上を確保している。しかし、プラスチッ
ク樹脂材料に加え、ゴム（特にシリコン）材料の入手性悪化が著しい状況にある。

41.
原油価格の上昇により燃料であるブタンガスの値上がりが毎月続いている為、原価率が上がり利益が圧縮
されている。コロナ禍やウクライナ情勢が終息しない限り先行き不安である。

47.
自動車部品がいまいち戻りきらず、昨年同月比で△15％となった。原材料費高騰による値上げ交渉を客先
と行っているが交渉最中に仕入先からの再値上げ要請もあり、見通しが立たない。

33.
電子材料分野は好調である。第６波の影響に加えウクライナ情勢もあり、全く先が見通せない状況であ
る。原材料価格についても天井が見えず、更なる採算悪化を覚悟せざるを得ない。

34.
好転の組合員とそうでない組合員があり、相変わらずまだら模様であるが好転の組合員が少しずつ増えつ
つある。原材料高を価格に転嫁できないところは収益面で厳しいと予想される。

36.
全体的に、設備操業度が上昇傾向にあるが、海外からの部品調達状況が危惧される。３月から自動車関連
は減産である。原油価格高騰による、樹脂原材料等資材の価格高騰が懸念される。

40.
量販店向け家庭用食器の生産は好調に推移している。燃料費高騰分を販売価格に転嫁できていない。更に
４月以降、原料・釉薬も値上げがあり、値上げ要請をしていかなければならない。

42.
世界情勢の変化と輸送コストの激増により、材料費及び輸送費が増加しており、価格転嫁せざるを得ない
状況となっている。

43.
材料、燃料、消耗品が毎日のように値上りしているが、受注後の追加請求を認めて頂けない状況。見積書
に、受注後材料の値上げがあれば追加費用が発生する旨を記載しても認められない。

37.
原油、原材料、運搬費、人件費など材料にかかるもの全てが値上となり、仕入価格は上昇している。一方
で、小規模の販売・工事店には、材料が入らないという最悪の状況に向かう懸念がある。

38.
出荷量は、昨年と比較すると１月から大きく落ち込んでいる。価格は、原油価格の高騰により、原材料が
値上がり、２～３千円程度の引上げが進んでいる。

39.
鉄鋼関係は、昨年並みか若干増加傾向である。肥料関係は、まずまずの出荷となった。建材関係は、砕
石、土質ともに昨年並の出荷であった。全体では、昨年同様の出荷となった。

48.
コロナ禍の中、業務用冷蔵庫向け部品が落ち込んでいるが、半導体は世界的需要が拡大しており、半導体
製造装置向け部品が活況・増産傾向となっている。

49.
昨年の発注回復で多くの造船所は２年～２年半分の受注量を確保したことで、これからの受注する船は高
付加値船などに注力する傾向が続いている。

44.
原材料と副資材の上昇が続いており企業収益を圧迫している。一部は、調達に困難を生じており生産計画
にも影響を及ぼしている。受注単価への転嫁は必須であり、客先の理解を求めている。

45.
全体としては、依然低調な動きが続いており、特に厨房用品など業務関連の回復は弱い動きが続いてい
る。材料価格の高騰もあり、価格転嫁できるかが大きな課題となる。

46.
熟練工等の確保難や多少の需要増は見受けられるものの、原材料費の高騰や物流遅延による調達難があ
り、収益状況は悪化している。
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＜ 埼 玉 県 一般機械機器 ＞

＜ 新 潟 県 機械器具 ＞

＜ 富 山 県 金属工作機械 ＞

＜ 三 重 県 一般機器 ＞

＜ 奈 良 県 機械 ＞

電気機器製造業
＜ 山 梨 県 電気機械器具 ＞

＜ 静 岡 県 電気機械器具 ＞

＜ 愛 知 県 電気機器 ＞

＜ 兵 庫 県 電気機器 ＞

＜ 広 島 県 電気機械器具 ＞

＜ 長 崎 県 電気機器 ＞

輸送用機器製造業
＜ 茨 城 県 県北地区自動車部品 ＞

＜ 東 京 都 自動車部品 ＞

＜ 静 岡 県 輸送用機械器具 ＞

＜ 愛 知 県 輸送機器 ＞

＜ 島 根 県 自動車部分品・付属品 ＞

＜ 大 分 県 造船 ＞

65.
２月の売上額は前期比同等の水準となった。自動車メーカーは生産回復を目指しているが、半導体含む部
品不足は如何ともしがたく生産調整が都度都度発生している状況である。

66.
船の受注は活発化しているが、当組合は船のタイプ（PC→BC）の変更に伴い、受注予算が厳しく、収益の
悪化が予想される。

53.
銅材料の入手が非常に悪く、注文して半年後に入荷するかどうかといった状況である。材料が入手できな
いため生産が出来ず、売上悪化の一因にもなっている。

50.
引合いは事業所ごとにバラつきはあるものの、全体的には停滞気味である。原材料の高騰と調達品の品不
足が大きな問題である。

55.
半導体製造装置関連や医療機器の受注が増え、売上は前年同月比で10％程の増加となったが、原材料の不
足・高騰により増収減益の状況である。

56.
部品調達問題は改善傾向にあるものの特定部品がネックとなって生産計画に影響が出ている。大型冷蔵庫
は生産販売共に好調に推移している。 家庭用と業務用のエアコンは生産計画の変更が発生している。

57.
売上は好調であるが、部品不足による在庫増加傾向と値上げ対応に苦慮している。全体的に収益面は悪化
している。

51.
客先からの部品調達が困難になっており、生産調整が出始めている。また、燃料価格の上昇に伴い、徐々
に影響が出始めている（電気料・消耗品等）。

52.
受注状況について、前年同月比116.4％となり、工作機械やロボット関連は概ね安定し、３～４割アップ
している。工具・軸受関連は10％前後の伸びでバラツキも大きく、不安定な状況推移となっている。

54.
海外からの部品調達が困難となっている。また、販売価格に転嫁が難しく収益状況が悪くなっている。自
動車部品は減産の影響が引き続き出て、一部開発型企業を除き引き合い・受注も芳しくない。

62.
半導体不足の影響で得意先の増産計画が直前で下方修正されることが続いている。このため、雇用人員が
増加する一方で売上が減少するというアンバランスが生じている。

63.
半導体不足による部品調達の問題は改善時期の見通しがつかず、生産計画の変更が継続されている。ま
た、オミクロン株の感染は企業内にも拡がっており、人手の確保にも苦労している。

64.
新型コロナウイルス流行に伴い、部品調達難や半導体不足が今年に入っても続いている。又、原材料、エ
ネルギー原油価格の上昇も加わり、特に輸送機械や自動車部品の製造業は悪化となった。

58.
半導体、その他の海外調達部品がコロナによるロックダウンの影響で入荷できず、それがネックとなり生
産出来ない状況が続いている。

60.
コロナ禍の影響で受注が減少していることから、当面の売上減少は避けられない。部品の欠品や納期遅延
などで、受注できても製作に日数がかかる等、コロナ禍での生産性確保の難しさを感じている。

61.
潜在的な受注は上向き傾向にあるものの、一部の部品供給停滞により、売上に悪影響がある。

59.
今月の売上は前月比5％増加、前年同月比10％増加となった。電子部品の価格が上昇し、仕入れ困難な状
況が続いている。取引条件は悪化傾向だが、受注の好調がカバーし、売上にプラスの影響が出た。
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その他の製造業
＜ 福 島 県 漆器 ＞

＜ 東 京 都 靴 ＞

＜ 福 井 県 眼鏡 ＞

＜ 大 阪 府 ブラシ ＞

＜ 奈 良 県 毛皮革 ＞

＜ 香 川 県 綿寝具 ＞

71.
毛皮加工については、来シーズンに向けてのサンプルづくりが続いている。加えて、新たな販路の獲得に
向けて、オリジナル商品を検討する事業者も増えてきている。

67.
百貨店等の動きはない。原材料もほとんどが値上がりしており、商品に価格転嫁したいが消費が落ちるこ
とを懸念している。

68.
原材料の高騰が売値に転嫁できず非常に苦しい。春物が店頭に並び始めたが動きが見えにくく、追加発注
につながらない。雇用調整助成金の延長が決まり、胸をなでおろしている事業者が多い。

69.
原材料の値上りが続いており、特にメタル枠の部品やメッキ処理およびプラ枠のセル、アセテートの材料
費に顕著に現れている。出荷価格は小売販売の減少等により、実際は価格転嫁が難しく、収益を圧迫して
いる。

70.
コロナ禍によりインバウンド需要が皆無の状況下、ホテル・旅館用アメニティを製造販売する事業者は業
態転換も含めて大きな岐路に立たされている。

72.
２月の業況は前年同月と比べて売上が半分を下回った。小売店の売上が悪化し、ほとんど動きがなかっ
た。トラックでの配達も燃料代の方が高くつき、出るたびに赤字である。
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《非製造業》

卸売業
＜ 山 形 県 その他の各種商品 ＞

＜ 千 葉 県 食肉 ＞

＜ 東 京 都 電気機械器具 ＞

＜ 新 潟 県 花卉 ＞

＜ 兵 庫 県 海産物 ＞

＜ 鹿 児 島 県 卸団地 ＞

小売業
＜ 福 島 県 水産物 ＞

＜ 千 葉 県 小売 ＞

＜ 三 重 県 自転車 ＞

＜ 奈 良 県 スポーツ用品 ＞

＜ 香 川 県 石油 ＞

＜ 熊 本 県 各種商品 ＞

商店街
＜ 秋 田 県 商店街 ＞

＜ 千 葉 県 商店街 ＞

＜ 福 井 県 商店街 ＞

77.
まん防の延長により、期待されていた季節の行事での需要が落ち込んでいる。また、天候不良等による漁
獲量の減少や飼料、運送費コストの上昇が商品価格の上昇に繋がっている。

83.
原油高騰により、卸売価格は上昇しているが、小売価格に反映できておらず、また、県外安売業者の値下
げ等があり、逆に小売価格は下げざるをえない状況で苦しい経営が続いている。

73.
重点措置の解除もあり生活関連商品を中心に売上が回復しつつあるが、燃料部門は石油製品の高騰から売
上が増加しているものの、仕入単価の上昇があり、収益は悪化している。

74.
仕入先等に協力を依頼したことで、得意先への納品については特段大きな影響は生じなかった。しかし、
と畜頭数が通常の半分以下に落ち込んだことから、施設操業度が大幅に低下した。

79.
まん延防止等重点措置の期間が長く、飲食店、宿泊施設への納品関係が一段と厳しかった。３月は歓送迎
会のシーズンとなるため、感染が落ち着かなければ盛り返す機会を失ってしまう。

80.
コロナの影響続いている。飲食、少しずつ回復傾向。旅行、衣料も回復傾向。昨対では、昨年並み。資金
繰りは苦慮している組合員多い。

81.
新型コロナウィルスの感染者増加で、まん延防止等重点措置の適用により、学生を含む人々の動きが少な
く、個人消費がストップし、中旬からは商品、修理収入がほとんど悪い状況である。

75.
電子部品不足は続いているが、受注は多いため今後の業界の景況は好転の傾向にあると思われる。但し、
ウクライナ情勢によって更に電子部品が不足すると思われる。

76.
産地は暖房費の高騰と平年以上の寒さが影響し、出荷量が減少。２月は葬儀需要が多かったが、入荷量が
減少したため、下位等級の商品でも割高となった。

78.
コロナによる影響は大きくないとの声が比較的多い。一方で、円安、原油や原材料の価格上昇に対する警
戒感が強い。今後はロシア関連の影響を心配する声もあがっている。

86.
売上額は前月比で63.59％と減少したが、前年同月比で103.8％と増加している。例年２月は売上額が低い
が、前々年同月比で69.4％となっている。

87.
人通りが減少し、各店舗の閉店時間が早くなっている。新型コロナウイルス感染症の拡大により、商店街
の雰囲気がどんどん悪くなっている。この状態が続けば、売上も減少していくと予想される。

82.
外商の店舗では、学校等の相手先の活動状況に影響を受けるため、クラブ活動が止まっている現状では消
耗品の発注が特に低迷している。

84.
スーパーマーケット部門においては１月より商品価格の値上げ続いており、売上にも影響がみられる。全
体的にも前年割れの売上実績であった。

85.
コロナ感染者の増加に伴い人流の制限が継続し、来街者も減少の一途を辿っている。クラスター発生の影
響で学校の活動も縮小し、消費活動の低下が売上減少に拍車をかけている。
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＜ 和 歌 山 県 商店街 ＞

＜ 広 島 県 商店街 ＞

＜ 鹿 児 島 県 商店街 ＞

サービス業
＜ 岩 手 県 旅館 ＞

＜ 富 山 県 自動車整備 ＞

＜ 山 梨 県 廃棄物処理 ＞

＜ 滋 賀 県 理容 ＞

＜ 徳 島 県 旅行 ＞

＜ 宮 崎 県 観光 ＞

建設業
＜ 宮 城 県 シーリング工事 ＞

＜ 埼 玉 県 内装工事 ＞

＜ 静 岡 県 職別工事 ＞

＜ 和 歌 山 県 板金・金物工事 ＞

＜ 愛 媛 県 電気工事 ＞

＜ 福 岡 県 床・内装工事 ＞

運輸業
＜ 秋 田 県 トラック ＞

＜ 群 馬 県 一般貨物自動車運送 ＞

89.
組合員の一社が売上不振により２月末で閉店した。また、商店街で永く商売をしていた額縁店（昭和１１
年創業）が店主の高齢化と後継者不在により３月末に閉店する。

88.
コロナ禍で居酒屋など商売人の来街がないため、商店街は朝から静かなままで少ない一般来街者のみに
なっている。補償のある店舗はあまり影響を感じていないようである。

94.
理容業界は、感染症予防対策に力を入れてきたが、顧客、家族に感染者、濃厚接触者が出ており営業、経
営に支障をきたしている。

96.
２月はたくさんの予約が入っていたのに、新型コロナウイルス感染症のために９割がキャンセルになり、
１月に続き厳しい経営状況であった。

90.
オミクロン株の感染拡大による来街者の減少に伴い、売上も減少した。雇用面では、小学生の感染等に
よってパート職員が出勤できず、一時的ではあるが人手不足の傾向にある。

91.
コロナ感染状況は良化せず旅行マインドの低下は著しい。宴会・会合等、平日・団体等の動きも戻らな
い。

92.
解消しつつあった車載用半導体不足や部品生産不足が再度問題となり、完成車の増産が思うようならない
状況で、受注残の解消に向けては、当初の計画通りには進んでいない模様である。

95.
コロナ関連で受注がなくなり予約済の分もキャンセルが相次ぎ、さらに厳しい状況となっている。３年目
となり資金繰りもさらに悪化している。もう限界という会員も多数いる。

93.
人手不足が解消されない。人材確保がままならず、ごみ収集車の積載重量を増やすために大型車両を購入
し業務効率を向上させることで労働力を補いたいが、納車の目処が立たない。

104.
燃料価格は高騰が収まらず、収益状況は悪化した。荷動きについては、自動車関連は工場稼働停止の影響
で低調であったものの、その他積荷の一部では庸車の手配が困難な日も発生した。

100.
鉄工関係の需要が物流施設の関係で、現状維持出来ているよう感じる。戸建て住宅においては、感染リス
クの影響からか伸び悩みがあるよう思われる。

102.
建築材料が値上がりしており、元請け業者への価格転嫁に苦戦している組合員も見受けられる。職人工賃
のアップも遅れており、このままでは職人不足を招く可能性がある。

103.
荷動きは対前年同月比では増加しているが、コロナ禍により受注が減少し、過去に例が無いほど燃料高騰
が長期化している。更に、増加したコストを価格へ転嫁することも難しい状況である。

97.
景況については、年度末を控え忙しい状況。例年と比べ、働き方改革の影響かピークを分散させる動きも
あり、年度を跨ぐ物件も増えてきている。

98.
組合が発行している防火壁装ラベル・防災ラベルの２月度売上げは、８９２千円で昨年同月７５２千円よ
りも増加している。大型物件の着工件数が昨年よりも増加していた為と思われる。

99.
昨年同時期のコロナ禍の状況に比べ、発注・着工は徐々に増えているが、工事の大型化に伴い繁閑の差も
出てきている模様。資材の高騰が続き、新規案件契約時には苦戦している。

101.
半導体影響による電気機器の納入遅れと仕入価格高騰によって、引渡しの遅れと資金面の悪化が発生して
いる。春に再び材料値上げの話があるが、販売価格に転嫁することは難しい。
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＜ 岐 阜 県 貨物運送 ＞

＜ 大 阪 府 貨物運送 ＞

＜ 岡 山 県 倉庫 ＞

＜ 鹿 児 島 県 運輸 ＞

その他の非製造業
＜ 宮 城 県 不動産 ＞

＜ 群 馬 県 砂利採取 ＞

＜ 神 奈 川 県 歯科技工 ＞

＜ 岡 山 県 信用組合 ＞

＜ 広 島 県 不動産 ＞

＜ 福 岡 県 貸金業等 ＞114.
取引条件面では改善が見られるが、相変わらず取引件数が伸び悩んでいる。

108.
昨年は巣ごもり需要等で食品が多かったが、今年は食品の物流も大きく落ち込んだ。長距離乗務員の高齢
化が進んでいる。燃料価格の上昇で収益に大きな影響が出ている。

109.
仙台市内中心部では建築費高騰の影響で、中古マンションの価格に高止まり感がある。賃貸のマンション
の需要としては、コロナ禍の影響か新婚家庭向けの１LDKに引き合いが目立っている。

110.
出荷は好調であるが、原石の供給不足・人手不足等の影響で生産が追いつかない状況にある。価格改定を
試みるも順調に進んでいない。

105.
自動車業界の減産、稼働停止を主因とし輸送量の減少が激しくなった。燃料高騰により経費も急増してい
る。輸送効率化の工夫をするも限界を超えてきている。長距離輸送は特に窮地にある。

106.
前月に引き続き改善傾向にあり、引越件数および単価また売上高も前年並みとなったが、燃料費高騰の影
響により収益状況は悪化している。

111.
金価格が高騰し、歯科用貴金属も高価な材料となり、売上の50％を超えている。売上原価、ライフライ
ン、ガソリン代等経費が前年度より多く収益状況は悪化している。

112.
２月もコロナ第６波の影響により取引先の資金繰りが悪化している。現在事業復活支援金等のサポート支
援を積極的に行っている。また継続して融資支援も手厚く行っていく。

107.
人件費の上昇、燃料及び海上運賃高騰の高止まり、等々、商品価格への転嫁も如実に反映されつつあり、
消費者の買い控えが懸念される。

113.
前月比については、公的評価作業により一般評価作業を控えていた分、年度末に向けて一般評価作業が増
えており、収益等は好転している。前年同月は特に変化はない。
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